
「非平衡系の物理一非平粛ゆらぎと集団挙動ー」

ソフトモード乱涜の外場応答
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l背景

縁形応答理論によれば、平語近慢の非平衡状態のマクロな物性からミクロな

レベんの需報を得ることができる。しかし定意的なエネルギーの注入により平

葡から大きく外れた非平衡散逸系においては、その応答理論は未だ発展途上で

あり、付加的な外力に対する系のマクロな応苔かちいかなる情報が得られるか

については今後も興味の対象となるc

2. ":Jフトモード乱蕊

j喪晶電気対涜系におけるソフトモード言L

流(SMT)(留りは時空力才スの一種で、方註需

がNamちu・Goldstoneモードとして振る舞う液

晶の配向ベクトル(Cディレクタ)と、局所的

な対琉ロールの向きを表す波数ベクトルqの、

2つの 2次元XY場の相互作用によって生じ

る非線彰揺動である。またそのパターンは、島 圏 1:ソフトモード乱流

所的には対流ロールが揃った秩序講造を持つが、全体としては qの向きに関す

る時空力オスである。 2次元XYモデんの磁色の式を元にした封涜パターン秩

序度Mplま、 qの方位角 ψ、その分布関数民伊)により次式で表される 1)。

j B(伊)cos2伸一くわ)d伊
fid?=くcos2((jJー<伊〉)>=-d d 

f B(伊)di伊

3.研究目的

SMTに磁場を印加すると、液晶の磁化率翼方性から Cディレクタの自由度

が抑制され、さらに Carr-ヨel企ich効果によザ qベクトんがCディレクタに追

随するため、結果として対流パターンは磁場方向に秩序化される。本研究では，

磁場に対する系の応答をMpにより定量的に評彊し、 2つの 2次元XYスピン

系からなる S斑 Tの非議形揺動の性質を調べることをE的としている。

。。



4.結果と考察

Mpの磁場(H)依存性を図 2Iこ示すo Mpは

磁場に対して非録形i二lo蓄し、その変化の

仕方から(1 )Mp ---O( n )持>O(酌粍が箆和の

3つの領域に分類できる c げ)の領域では、

磁場により Cディレクタの回転自由度が抑

制されているが、 qベクトルはCディレク

タとの非線影相互作用によりその簡に角度

をなしているため、 qの可動範屈が大きく，パヲーンiま無秩序を保っているむ

さらに.Mpの応答の度合いを表すパターン惑受率XPを次式のように定義し、

晶4
AI  _ ---1E 

A.p -d(H2 -Hfh 2)IH=ぬ
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函 3(a)のグラフかも系への注入エネんギーを表す印加電圧命事j御パラメータ

ε'=(~えたう/九刊に:対流発生電圧)について求めると、図 3(b)に示すように

Curie-Wiess員IJと類似の関係が謹語、されたs この結果と、過去の研究により需
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国 3:(a)Mp vs H
2_Hth2 (b) Xp-l vsε 

られたパヲーンの揺らぎの棺関距離ご20cε、揺らぎの相関時間τ，-1ocεの関係

式をあわせて考えると 2)3LSMTにおける穿線影揺らぎの強さを表すεが、熟

揺らぎに対する温震と需じ役割を果たしているということが明らかとなった邑
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